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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月2日(2008.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　部品実装基板を生産するための複数の設備のうちの少なくとも１つの設備に設定される
実装条件を決定する実装条件決定方法であって、
　前記複数の設備のそれぞれは、各設備の属性に応じて複数のグループのうちのいずれか
のグループに属しており、
　前記実装条件決定方法は、
　前記設備を識別するための識別情報に基づき、所定のグループに属する設備であるグル
ープ内設備を識別する識別ステップと、
　前記識別ステップにおいて識別されたグループ内設備の中から、生産作業に関連する成
績が所定の基準を満たす設備である特定設備を決定する決定ステップと、
　前記決定ステップにおいて決定された特定設備から前記生産作業に関連する実装条件を
取得する取得ステップと、
　前記取得ステップにおいて取得された実装条件を、前記特定設備以外の設備に設定する
設定ステップとを含み、
　前記決定ステップでは、グループ内設備における前記成績が、実装条件の設定の対象の
設備における前記生産作業に関連する成績より上位であるグループ内設備を、前記所定の
基準を満たす前記特定設備と決定し、
　前記設定ステップでは、前記取得ステップにおいて取得された実装条件を、前記特定設
備以外のグループ内設備である前記実装条件の設定の対象の設備に設定する
　実装条件決定方法。
【請求項２】
　さらに、前記設備から前記識別情報を受信する受信ステップを含み、
　前記識別ステップでは、前記受信ステップにおいて受信される識別情報が前記所定のグ
ループに属することを示す場合、前記設備は前記グループ内設備であると識別する
　請求項１記載の実装条件決定方法。
【請求項３】
　さらに、前記識別ステップにおいて識別されたグループ内設備から、前記成績を示す成
績情報を収集する収集ステップを含み、
　前記決定ステップでは、前記収集ステップにおいて収集された成績情報に示される成績
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が前記所定の基準を満たす場合、前記グループ内設備を前記特定設備と決定する
　請求項１記載の実装条件決定方法。
【請求項４】
　前記決定ステップでは、前記成績が複数のグループ内設備の中で最上位であるグループ
内設備を、前記所定の基準を満たす前記特定設備と決定する
　請求項１記載の実装条件決定方法。
【請求項５】
　前記実装条件決定方法は、前記設備において実行されるものであり、
　前記所定のグループは、自設備が属するグループであり、
　前記決定ステップでは、グループ内設備における前記成績が、前記実装条件の設定の対
象の設備である自設備における前記生産作業に関連する成績より上位であるグループ内設
備を、前記所定の基準を満たす前記特定設備と決定し、
　前記設定ステップでは、前記取得ステップにおいて取得された実装条件を、前記実装条
件の設定の対象の設備である自設備に設定する
　請求項１～３のいずれか１項に記載の実装条件決定方法。
【請求項６】
　前記決定ステップでは、グループ内設備における前記成績が、自設備における前記生産
作業に関連する成績より上位であり、かつ、複数のグループ内設備の中で最上位であるグ
ループ内設備を、前記所定の基準を満たす前記特定設備と決定する
　請求項５記載の実装条件決定方法。
【請求項７】
　前記複数の設備は、実装条件決定装置と通信し、
　前記実装条件決定方法は、前記実装条件決定装置において実行されるものであり、
　前記設定ステップでは、前記実装条件を前記特定設備以外のグループ内設備に送信する
ことにより、前記実装条件を前記グループ内設備に設定する
　請求項１～４のいずれか１項に記載の実装条件決定方法。
【請求項８】
　部品実装基板を生産するための複数の設備のうちの少なくとも１つの設備に設定される
実装条件を決定する実装条件決定装置であって、
　前記複数の設備のそれぞれは、各設備の属性に応じて複数のグループのうちのいずれか
のグループに属しており、
　前記実装条件決定装置は、
　前記設備を識別するための識別情報に基づき、所定のグループに属する設備であるグル
ープ内設備を識別する識別手段と、
　前記識別手段により識別されたグループ内設備の中から、生産作業に関連する成績が所
定の基準を満たす設備である特定設備を決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された特定設備から前記生産作業に関連する実装条件を取得す
る取得手段と、
　前記取得手段において取得された実装条件を、前記特定設備以外の設備に設定する設定
手段とを備え、
　前記決定手段は、グループ内設備における前記成績が、実装条件の設定の対象の設備に
おける前記生産作業に関連する成績より上位であるグループ内設備を、前記所定の基準を
満たす前記特定設備と決定し、
　前記設定手段は、前記取得手段により取得された実装条件を、前記特定設備以外のグル
ープ内設備である前記実装条件の設定の対象の設備に設定する
　実装条件決定装置。
【請求項９】
　部品実装基板を生産するための複数の設備のうちの少なくとも１つの設備に設定される
実装条件を決定するためのプログラムであって、
　前記複数の設備のそれぞれは、各設備の属性に応じて複数のグループのうちのいずれか
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のグループに属しており、
　前記プログラムは、
　前記設備を識別するための識別情報に基づき、所定のグループに属する設備であるグル
ープ内設備を識別する識別ステップと、
　前記識別ステップにおいて識別されたグループ内設備の中から、生産作業に関連する成
績が所定の基準を満たす設備である特定設備を決定する決定ステップと、
　前記決定ステップにおいて決定された特定設備から前記生産作業に関連する実装条件を
取得する取得ステップと、
　前記取得ステップにおいて取得された実装条件を、前記特定設備以外の設備に設定する
設定ステップとをコンピュータに実行させるためのプログラムであり、
　前記決定ステップでは、グループ内設備における前記成績が、実装条件の設定の対象の
設備における前記生産作業に関連する成績より上位であるグループ内設備を、前記所定の
基準を満たす前記特定設備と決定し、
　前記設定ステップでは、前記取得ステップにおいて取得された実装条件を、前記特定設
備以外のグループ内設備である前記実装条件の設定の対象の設備に設定する
　プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図４】

【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２８】
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